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利用者に寄り添うことを優先
就労継続支援B型事業所の施設ですが、
利用者全員が就職を希望しているわけで
はありません。利用者一人ひとりに寄り
添い、どのように生活したいか、本人の
意思を確認するようにしています。
｢れんげ」は他施設に比べ、作業の種類が
少ないかもしれませんが、1つの作業でも
複数の工程がありますので、一人ひとりに
適した作業をお願いしています。

足柄上郡の町名の頭文字から名付けられた KOMNY。
地域とのつながりを大切に、アメニティや工業部品
の内職、お菓子の製造・販売事業をしています。

れんげ

本人の生き方を尊重したい　　　　　管理者　石綿 佑一朗 さん

つながりの場
職員は、ここでの作業を「利用者さんの仕事」
として意識しています。お菓子の製造もできる
限り利用者さんの手で。職員は見守るようにし
ています。ただし、できるだけ同じ環境で、利用
者の負荷やストレスがなるべくかからないよう
に心がけています。同時に、相手を尊重して上
から目線にならないように接しています。
「れんげ」という施設が、利用者にとって「地域・
社会とつながる場」になればと思っています。

農業との連携
農業人口が減るなかで法人内の農業事業部
と連携し、地域の農業を支える力として取
り組んでいます。変化の多い農作業ですが、
一人ひとりに適した作業工程を提供するこ
とで、それぞれが自信や責任をもって作業
を行っています。現在は、弥一芋の出荷に
携わっており、通年で様々な作物の出荷、
袋詰め作業などをしています。

2017 年から就労支援を行っているトゥモローラ
ンド開成みなみでは、一燈会のグループ施設の清
掃のほか、農業事業にも取り組んでいます。

ハンデの有無に関わらず地域参加を　　　管理者　藍 智仁 さん

もっと知ってほしい
本人の｢できる｣がふえ、自信を持ってもら
えたらと思っています。次のステップとし
て障がい者雇用や一般就労に繋がるよう
に、私たちも様々な取組をしています。
障がいがある方の就労には課題が多く、地
域の方々の理解が必要です。
ハンディキャップの有無に関わらず、安心
して暮らせる地域になるよう、皆さんに就
労継続支援事業のことを知ってほしいで
す。

自分自身を知る
町広報紙・回覧物のセットやアルミ缶回収、
自動車部品の袋詰めなど、多種多様な作業
を請け負っており、毎回様々な作業に取り
組んでもらっています。就職したとき、ど
のようなことが得意で、どのようなことが
苦手か自分自身の障がいを知ってもらうた
めです。
作業には、職員も一緒に加わります。作業
の大変さを職員が体験することで、利用者
の気持ちを理解したいと思っています。

合力の郷は、就労継続支援B型・就労移行支援事
業所として就労準備をサポートするだけでなく、
就職後の就労定着サポートまで担っています。

長い期間でサポートしたい　　　　　　施設長　古見　智弘 さん

就職、その先も
就労継続支援B型事業所は就労準備の場
で、就労移行支援、さらに就労定着支援と
サービスを切りかえていきながら徐々にス
テップアップしていきます。
その段階のなかで、定期的に本人や会社等
と面談し、本人の気持ちを確認するように
しています。
ただ、就職することがすべてではないと思
うので、自立できるよう、一つでもできる
ことを増やして卒業してほしいです。

NPO法人　KOMNY

トゥモローランド開成みなみ
社会福祉法人　一燈会

地域作業所　合力の郷
NPO法人　あしたば

働く場はいろいろ！
障がい者の就労

働き方は多種多様。企業に直接就職して働く以外の働き方もあります。
手段の１つが「就労継続支援事業」です。就労継続支援事業は「A型」
と「B型」の２種類あり、開成町には「B型」の事業所があります。

A型と B型の違いは？ 自立に向けたステップ

B型
・作業に応じた工賃
　（工賃は最低賃金より低い）
・雇用契約は結ばない
・A型へ移行や企業就  
　労をめざす　　　など

A型
・最低賃金以上の給与
・雇用契約を結ぶ
・企業就労をめざす

など

企業に就労▲

▲▲▲

▲
▲
▲

就労するかは人それぞれです。
その人にあったペースやスタイルで
利用できます。

町の就労継続支援B型事業所を紹介！

就労定着支援

就職

就労移行支援

職場見学・実習

就労トレーニング（基礎づくり）

障がい者就労支援の世界障がい者就労支援の世界

いし わた ゆう いち ろう

あい とも ひと


